
あきしま
kishima

広
報

■発行　昭島市　■編集　広報課
■発行日　1日･15日（1月と8月は1日のみ）

 休日応急診療当番医  （ 各医療機関にお問い）合わせのうえ受診を
診療日時 医療機関（●内内科●小小児科●整整形外科） 歯科医療機関

４/３

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
◎
印
は
引
き
続
き
午
後
６
時
～
９
時
）　　
　
　

◎昭島病院
（中神町）●内
☎546－3111

浅見胃腸科外科医
院（東町）●内
☎544－5300

中尾歯科医院
（玉川町）
☎543－0888

４/10
◎大田医院
（中神町）●内●小
☎541－0311

医師会診療所
（緑町）●内●小
☎543－3020

佐々木歯科医院
（中神町）
☎543－3030

４/17
◎竹口病院
（玉川町）●内
☎541－0176

まことクリニック
（松原町）●内●小
☎546－2800

不二歯科クリニック
（松原町）
☎541－1735

４/24
◎つつじが丘診療所
（つつじが丘）●内●小
☎545－4737

永山整形外科
（朝日町）●整
☎544－8662

武蔵野歯科医院
（つつじが丘）
☎543－4843

４/29
◎うしお病院
（武蔵野）●内
☎541－5423

栄田医院
（玉川町）●内●小
☎541－0218

多摩歯科診療所
（玉川町）
☎543－4651

５/ １
◎太陽こども病院
（松原町）●小
☎544－7511

昭島リウマチ膠原病
内科（宮沢町）●内
☎546－0011

楠本歯科クリニック
（東町）
☎541－9131

※�24時間医療機関などの案内は、東京都医療機関案内サービス“ひまわり”
☎03－5272－0303へ� 今月の水道修理当番店は18ページに掲載

新型コロナウイルスの感染拡大を防止する
ため、催しなどに参加する場合はマスクの
着用にご協力ください。なお、催しなどは
中止または延期となる場合があります。

平和を願い ウクライナ国旗の色に （アキシマエンシス／救援金については16㌻）

 令和４年
（2022年） 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ

※
３
月
17
日
時
点
の
情
報
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
担
当
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

12
〜
17
歳
の
方
へ
の
３
回
目
ワ

ク
チ
ン
接
種

　
現
在
、
市
で
は
接
種
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
決
ま
り

次
第
、「
広
報
あ
き
し
ま
」や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
昭
島
市
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０-

201-

432（
毎
日
／
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）へ
。

市
民
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
　

12
歳
以
上
の
方
の
接
種
状
況
は
、

左
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

☆
詳
し
く
は
、健
康
係（
あ
い
ぽ
っ
く

内
）☎
544
５
１
２
６
へ
。

転
入
し
た
方
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
す
る
と
き
は

　
接
種
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

申
請　

申
請
書（
あ
い
ぽ
っ
く
に

あ
り
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）、前
住
所
地
の

接
種
券
の
写
し（
お
持
ち
の
方
の

み
）、
本
人
確
認
で
き
る
書
類（
申

請
者
と
被
接
種
者
が
異
な
る
場

合
は
両
者
分
）の
写
し
を
〒
196-

０
０
１
５
昭
和
町
４-

７-

１　

あ
い
ぽ
っ
く
健
康
課
へ

☆
詳
し
く
は
、
昭
島
市
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０-

201-

432（
毎
日
／
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）へ
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
申

請
期
間
を
延
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

を
対
象
に
、
求
職
活
動
を
行
う
こ
と

な
ど
を
要
件
と
し
て
、
支
援
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
請
期
間
を
、
６
月
30
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
福
祉
総
務
係
へ
。

生
活
福
祉
資
金
制
度
の
特
例
貸

し
付
け
の
申
請
期
間
を
延
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
休
業
や
失
業
な
ど
で
収

入
が
減
少
し
た
世
帯
を
対
象
に
、
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
請
期
間
を
、
６
月
30
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。
な
お
、
既
に
貸
し

付
け
を
受
け
て
い
る
方
の
再
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

☆
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
貸

付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
080-

９
９
９
５

-

７
６
５
７
、
ま
た
は
、
☎
080-

２
３
７
２-

８
１
５
４（
平
日
／
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ
。

傷
病
手
当
金
の
適
用
期
間
を
延

長
　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
、ま
た
は
、

そ
の
疑
い
が
あ
り
、
療
養
の
た
め
就

労
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
傷
病
手

▼ワクチンの接種状況（３月17日時点）
65歳以上 12 ～ 64歳 合　計

対象者数 約３万人 約７万2000人 約10万2000人
１
回
目

接種人数 ２万7860人 ６万2320人 ９万180人
接種率 92.2％ 85.8％ 87.7％

２
回
目

接種人数 ２万7735人 ６万1783人 ８万9518人
接種率 91.8％ 85.1% 87.1％

３
回
目

接種人数 ２万3575人 １万3816人 ３万7391人
接種率 78.0％ 20.7% 38.5％

※３回目は、12～17歳（約5000人）を対象に含みません。

当
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
適
用
期
間
を
、
６
月
30
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
は
保

険
係
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
後

期
高
齢
者
医
療
係
へ
。

市内の接種場所へのタクシー利用費を助成
昭和37年４月２日～ 38年４月１日生まれの方も４月１日から対象に

自己負担額
片道500円（現金のみ）

子どもの感染が増えています！

５～11歳のお子さんへのワクチン接種について

　接種による予防効果は従来型のウイルスに
は確認されていますが、オミクロン株に対して
は未確定で、分かり次第、国から発表される
予定です。そのため、接種は義務ではありませ
ん。ただし、子どもの感染も増えていますので、

副反応などのリスクや各家庭の事情などを考
慮し、接種の要否や時期をお子さんとご家族で
じゅうぶんに話し合って判断してください。
　また、接種を受けるか受けないかで友達など
を責めないよう、お子さんに話してください。

■接種前
＊ 接種には保護者の同意（予診票に署名）が必
要
＊ 接種前後２週間は他の予防接種を受けない
＊ 基礎疾患などがある場合は、接種についてか
かりつけ医に相談を
■接種当日

【接種するまで】
＊ お子さんの体調をよく観察する
＊必ず保護者同伴で（保護者も本人確認あり）
＊ すぐに肩を出せる服装で来場を
＊ 注射へのお子さんの不安などについて、問診
で伝える（アレルギーがある場合は発症時の
ようすも）
＊ 注射針を直視させない、声かけをするなど
し、お子さんの不安や緊張を和らげる

【接種直後】
　接種後15分（基礎疾患などがある場合は30
分）は、接種場所でゆっくり健康観察をしてく
ださい。

　個別接種の指定病院だけでなく、集団接種会
場でも医師や看護師が適切に対応します。ま
た、救急医療との連携体制も整えています。次
のような気になるようすがあれば、看護師など
に声をかけてください。
＊ ふらつき、吐き気、血の気が引くなど、ふだ
んと違うようすである
＊ 発疹

しん

、喉のかゆみ、息苦しさなどのアレル
ギー症状が見られる
■接種後
＊ 接種当日から入浴は可能
＊ 接種部位を強くこすらない
＊激しい運動はしない
＊ 接種当日から翌日にかけて、接種部位や脇の
痛みが現れることがある
＊ 体のだるさ、発熱、頭痛、下痢などの症状が
現れたら、ゆっくり休ませる
＊ まれに、副作用などの症状が長く続いたり、
息苦しさや胸の痛みなどが現れることがあ
るので、その際は速やかに医療機関で受診を

接種を受ける・受けないは任意

接種を受ける際に注意するポイント

　子どもの感染は比較的軽症で、無症状の場合も多いた
め、家庭内での感染が広がっています。また、国内で感
染した子どもの約70％が家庭内での感染とされています。
　基礎疾患のある方が同居家族にいる場合は、かかりつ
け医と相談のうえ、５歳以上のご家族の接種を検討して
ください。

家庭内感染に注意

　10歳未満の割合は、１月が８％、２月が19％と増え、
３月17日時点では左の図のとおり22％を占めています。
併せて、親世代の割合も高くなっています。

感染者の22％が10歳未満

10歳未満
22％

40代
17％

30代
15％

10代
16％

20代
12％

50歳以上
18％

感染者の年代別割合
（３月17日時点）

☆詳しくは、健康課（あいぽっく内）☎544-5126へ。

☆詳しくは、昭島市新型コロナワクチンコールセンター☎0120-201-432（毎日／午前９時～午
後５時）へ。

　市内の接種場所への交通手段として、次の
タクシー事業者を利用した、身体障害者手帳
をお持ちの方、基礎疾患のある方（精神障害者
保健福祉手帳、愛の手帳をお持ちの方を含む）、
60歳以上（昭和38年４月１日以前生まれ）の方
を対象に、500円を超えた分の運賃を助成しま
す。１～３回目接種のいずれも、往路・復路
ともに利用できます。
◎タクシー事業者
＊昭島交通 ☎042-541-0107
＊拝島交通 ☎042-541-0006
＊京王自動車昭島営業所 ☎042-543-9966
＊個人タクシー（五十嵐） ☎090-8343-3469
◎利用方法
① 乗車時（タクシー事業者に配車を依頼する際
は依頼時）に、「ワクチン接種タクシー利用
助成」であることを伝え、接種券を提示して

ください。また、身体障害者手帳をお持ち
の方は手帳を提示し、基礎疾患のある方は
その旨を伝えてください。

② 降車時に運転手に500円（現金のみ）を支払っ
てください。

☆詳しくは、市役所交通安全係へ。

接種場所や
タクシー乗り場
（いずれも市内）

自 宅

復　路往　路
自宅や
タクシー乗り場
（いずれも市内）

市内の
接種場所

※ 途中で別の場所に立ち寄る場合は、助成の
対象となりません。

※ 障害者割り引きとの併用はできません。
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私
が
市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受

け
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
か
ら
６
年
目
の
春
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、飛ひ

耳じ

長ち
ょ
う

目も
く（

※
１
）

を
モ
ッ
ト
ー
に
現
場
主
義
を
貫
き
、

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
何
が
大
切
か

を
一
番
に
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま

い

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
昭

島
市
の
発
展
の
た
め
に
、
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て

以
来
、
初
め
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

総
合
基
本
計
画
の
幕
開
け
と
な
る
、

た
い
へ
ん
重
要
な
年
で
あ
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
第

４
次
計
画
か
ら
続
く「
人
間
尊
重
」と

「
環
境
と
の
共
生
」の
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
の
も
と
、
安
全
で
利
便
性
に
富

ん
だ
都
市
基
盤
と
、
水
と
緑
の
自
然

環
境
が
調
和
し
た
、
快
適
で
暮
ら
し

や
す
い
住
宅
都
市
と
い
う
地
域
特
性

を
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継

い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
総
合
基
本
計
画
に
掲

げ
る
将
来
都
市
像「
水
と
緑
が
育
む 

ふ
る
さ
と
昭
島
」の
実
現
と
、多
様
性

を
認
め
合
え
る
地
域
社
会
の
形
成
を

目
指
し
、
魅
力
あ
る
楽
し
い
昭
島
市

の
未
来
に
向
け
、
持
て
る
力
の
す
べ

て
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
へ
の
思
い

　
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
平
和
な
世
の
中
が
続
い
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
私
の
基
本
と
な
る

思
い
で
す
。
本
市
が「
非
核
平
和
都

市
」を
宣
言
し
た
昭
和
57
年
か
ら
40

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
悲

惨
な
戦
争
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
強
く

思
い
ま
す
。

　

平
和
な
世
界
の
実
現
の
た
め
に

は
、
決
し
て
諦
め
な
い
、
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
、
平

和
事
業
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
一
歩
一
歩
確
実
に
歩
み
を

進
め
ま
す
。

　
一
方
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
は
、
先
行
き
が
不
透
明
な

世
界
情
勢
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
米
軍
横
田
基
地
は
国

防
政
策
上
の
重
要
度
が
増
し
て
い
ま

す
が
、
周
辺
の
市
民
生
活
へ
の
影
響

も
増
大
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
都
や
周
辺
市
町
と

連
携
し
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応

　
不
安
な
思
い
を
抱
え
つ
つ
も
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

感
染
症
の
脅
威
と
日
々
奮
闘
し
て
い

る
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
※
２
）

の
皆
様
に
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様

の
健
康
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
に
努
め

ま
す
。

　
併
せ
て
、ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、

安
全
・
安
心
な
接
種
体
制
の
確
保
を

念
頭
に
、
希
望
す
る
方
が
速
や
か
に

接
種
で
き
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
ま

す
。脱

炭
素
社
会（
※
３
）、
環
境
負
荷

低
減
へ
の
取
り
組
み

　

地
球
温
暖
化
・
気
候
危
機
対
策

は
人
類
の
存
亡
を
か
け
た
課
題
で

す
。「
環
境
と
の
共
生
」を
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
に
掲
げ
る
本
市
で
は
、

２
０
３
０
年
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ（
※

４
）の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
市
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ（
※

５
）へ
の
表
明
な
ど
を
早
期
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
連
携

し
て
、
国
が
進
め
る
脱
炭
素
先
行
地

域（
※
６
）へ
の
参
加
を
検
討
し
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
で
生
ま
れ
る
人
的
資
源
を
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
不
安

を
抱
い
て
い
る
方
に
寄
り
添
い
、
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
※
７
）対
策
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
更
な
る
強

化
を
図
り
ま
す
。

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
へ
の

対
応

　

今
後
数
年
間
の
本
市
の
人
口
は

11
万
４
０
０
０
人
程
度
を
維
持
し
、

そ
の
後
は
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
先
も
転
入
超
過
が
維

持
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
安
全
で
利
便
性
に
富
ん

だ
都
市
基
盤
と
、
水
と
緑
の
自
然
環

境
が
調
和
し
た
、
快
適
で
暮
ら
し
や

す
い
住
宅
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高

め
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
へ
の

対
応

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を

前
提
に
適
正
か
つ
計
画
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設

な
ど
の
利
活
用
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
遊
休
地
な

ど
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え

　
自
然
災
害
の
脅
威
が
年
々
増
し
て

い
く
中
、
そ
の
リ
ス
ク
に
日
頃
か
ら

備
え
る
た
め
、
新
た
に
策
定
す
る
国

土
強
靱じ

ん
化
地
域
計
画
に
基
づ
き
、
あ

ら
ゆ
る
危
機
を
可
能
な
限
り
想
定

し
、
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
て

も
機
能
不
全
に
陥
ら
な
い
、
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
の
構
築
に
努
め
ま

す
。人

財
育
成

　
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
施

策
を
展
開
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ
を

支
え
る
職
員
の
力
が
必
要
で
す
。
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
持
て
る
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
人
財
育
成
基
本
計
画
に
基
づ
き

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
危
機
管
理
意

識
、
柔
軟
性
を
備
え
た
人
財
の
育
成

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
多
角
的
な
手

法
に
よ
る
多
様
な
人
財
の
確
保
に
も

努
め
ま
す
。

　
本
年
は
新
た
な
教
育
振
興
基
本
計

画
が
始
ま
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
教

育
委
員
会
と
市
長
部
局
と
の
連
携
に

よ
り
、
責
任
あ
る
教
育
の
実
施
に
努

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
昭
島
の
未

来
、
我
が
国
の
未
来
を
担
う
人
材
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
速
な

感
染
拡
大
に
よ
り
、
当
面
、
厳
し
い

社
会
経
済
状
況
が
続
く
こ
と
を
想
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
の
予
算
案
で
は
、
経
済
成
長
の

果
実
を
分
配
し
次
の
成
長
を
目
指
す

好
循
環
の
実
現
に
つ
な
げ
る
と
し
て

お
り
、
ま
た
、
感
染
症
対
策
に
も
万

全
を
期
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
都
の
予
算
案
で
は
、
感
染
症
や
気

候
変
動
な
ど
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
強
化
や
、
コ
ロ
ナ
禍か

で
多
大
な

影
響
を
受
け
て
い
る
経
済
の
回
復
を

図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
段

差
の
な
い
共
生
社
会
を
創
る
た
め
、

総
合
的
に
施
策
を
展
開
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
や
都
の
施
策
と
連
携

を
図
り
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
起
因
す
る
諸
課
題
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
財
政
需
要
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
前
年
度
に
続
き
大

幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
見
通
し
で

あ
り
、
こ
れ
を
補
て
ん
す
る
た
め
多

額
の
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な

い
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
財
源
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
、
必
要
性
、
重
要
性
、
緊

急
性
の
観
点
か
ら
事
業
を
厳
選
し
、

将
来
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
こ

と
を
基
本
に
予
算
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
、
前
年
度
比
5.9
％
増
の
722

億
２
１
１
８
万
９
０
０
０
円
で
す
。

　
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
り
な
が
ら

も
、
地
域
特
性
を
活い

か
し
た
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
総
合
基

本
計
画
の
初
年
度
に
ふ
さ
わ
し
い
予

算
案
と
し
ま
し
た
。

　
４
年
度
予
算
に
お
け
る
主
な
施
策

に
つ
い
て
、
新
た
な
総
合
基
本
計
画

の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま

す
。安

全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち

　
地
域
防
災
計
画
と
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
を
基
本
に
、防
災・減
災
力
の

強
化
に
努
め
ま
す
。
震
災
を
想
定
し

た
職
員
へ
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
、

迅
速
な
初
動
体
制
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
救
助
用
資
機
材
の
充
実
、
消

防
団
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
避

難
所
の
運
営
で
は
、
感
染
症
対
策
、

女
性
の
方
や
要
配
慮
者
に
配
意
し
た

対
応
を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

を
進
め
ま
す
。

互
い
に
支
え
合
い
、
尊
重
し
合

う
ま
ち

　
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
柔
軟

か
つ
有
機
的
に
連
携
で
き
る
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替

え
、
災
害
時
の
避
難
所
機
能
や
図
書

館
分
室
機
能
な
ど
を
有
す
る
、
新
た

な
拠
点
施
設
を
令
和
７
年
に
開
設
す

る
た
め
に
、
基
本
・
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　
健
康
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
障
害

者
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
障

害
の
あ
る
方
の
生
活
全
般
に
わ
た
る

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
超
高

齢
社
会
の
進
行
を
見
据
え
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
深
化
・
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
、後
期

高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

生
活
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
安
定
し
た
制
度
運
営
に

努
め
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
り
歳
入
と
歳
出
の
均
衡
を
保
っ
て

い
る
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
が
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

市
議
会
定
例
会
の
初
日（
２
月
28
日
）に
、
臼
井
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本
方
針
を
、
山
下
教
育

長
が
教
育
施
策
推
進
の
基
本
的
考
え
方
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
４
年
度 

市
政
運
営
の
基
本
方
針

※
１ 

物
事
の
観
察
が
鋭
く
速
い
こ
と

※
２ 

医
療
・
福
祉
・
保
育
・
ご
み
処
理
な

ど
の
基
本
的
な
社
会
機
能
を
維
持

し
、
市
民
の
命
や
生
活
を
守
る
た
め

に
働
く
方

※
３ 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収

量
を
均
衡
さ
せ
て
、
実
質
排
出
量
が

ゼ
ロ
と
な
る
社
会

※
４ 

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
、
２
０
０
０
年
と
比

べ
て
50
％
削
減
す
る
こ
と

※
５ 

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す

と
い
う
表
明
を
し
た
自
治
体

※
６ 

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
家
庭
な
ど
で
の
電
力
消
費
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
ゼ
ロ
と
、

国
が
定
め
る
目
標
達
成
を
実
現
す

る
地
域

※
７ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
で
き

る
人
と
で
き
な
い
人
の
間
に
生
じ

る
格
差

次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す

は
じ
め
に

教
育
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方

予
算
編
成
の
大
綱

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の

基
本
方
針

昭島市長 臼井伸介

主
な
施
策

昭島市長 臼井伸介
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人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
、
そ
し

て
、
先
の
見
え
な
い
感
染
症
と
の
戦

い
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
本
市
の

抱
え
る
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
一

段
と
厳
し
い
環
境
下
で
の
行
財
政
運

営
が
続
く
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
始
ま
る
新
た
な
総

合
基
本
計
画
で
す
が
、
将
来
都
市
像

「
水
と
緑
が
育
む 

ふ
る
さ
と
昭
島
」

の
実
現
に
向
け
、
吉
田
松
陰
の
お
言

葉
の
と
お
り「
夢
な
き
者
に
成
功
な

し（
※
12
）」の
精
神
で
、
果
敢
に
挑
ん

で
い
く
覚
悟
で
す
。

　
そ
し
て
、
昭
島
ま
ち
づ
く
り
企
業

サ
ミ
ッ
ト
で
堺
屋
太
一
氏
か
ら
い
た

だ
い
た
、
新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ

し
い
と
の
お
言
葉
を
、
私
に
託
さ
れ

た
最
後
の
思
い
と
し
て
し
っ
か
り
と

胸
に
刻
み
、
皆
様
の
先
頭
に
立
ち
、

「
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、

こ
こ
で
生な

り
業わ

い
を
し
た
い
、
生
業
を
続

け
た
い
、
訪
れ
て
み
た
い
、
昭
島
大

好
き
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、多
様

性
と
意
外
性
に
富
ん
だ
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
楽
し
い
ま
ち
昭
島
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
※
14
）

機
器
を
活
用
す
る
た
め
の
支
援
員
、

中
学
校
で
の
部
活
動
の
指
導
員
を
、

引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　
教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
と
サ
ー
バ
ー

機
器
を
更
新
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

向
上
、
業
務
の
効
率
化
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
校
舎
の
ト
イ
レ
や
外
壁
の

改
修
を
進
め
ま
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
整
備

　

親
子
調
理
方
式（
※
15
）に
よ
る
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
を
中
学
校

で
開
始
し
ま
す
。

　

新
た
な
共
同
調
理
場
に
つ
い
て

は
、
防
災
・
食
育
の
機
能
も
備
え
た

施
設
と
し
て
、
令
和
６
年
４
月
の
運

用
開
始
を
目
指
し
、
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

よ
う
、
関
係
機
関
な
ど
に
積
極
的
に

働
き
か
け
ま
す
。併
せ
て
、東
中
神
駅

周
辺
の
市
街
地
と
も
一
体
と
な
り
、

賑に
ぎ
わ
い
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る
、
本
市

の
東
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
民
間
企
業
に
よ
る
大
規
模
開
発
が

検
討
さ
れ
て
い
る
昭
島
駅
北
側
に
つ

い
て
は
、
企
業
に
対
し
、
総
合
基
本

計
画
を
は
じ
め
分
野
別
計
画
で
示

す
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
理
解
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
更
に
、
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
尊
重
し
た
計
画
を
検
討
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

生
活
を
支
え
、
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
受
け

た
地
域
経
済
の
回
復
の
た
め
、
昭
島

市
商
工
会
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
感
染

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
な
施
策

を
講
じ
ま
す
。

　
官
民
連
携
の
も
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
企
業
サ
ミ
ッ
ト
や
情
報
交
換
会
の

開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
深
層
地
下
水
100
％
の
水

道
水
を
は
じ
め
と
し
た
魅
力
的
な
観

光
資
源
を
活
用
し
、
昭
島
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
８ 

消
費
す
る
電
力
を
100
％
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と

※
９ 

採
掘
か
ら
燃
焼
ま
で
の
工
程
で
発
生

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
と
同
じ
量
を

削
減
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
実
質
排
出

量
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る

し
く
み
の
も
と
で
供
給
さ
れ
る
ガ

ス

※
10 

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
一
つ
ず
つ
減

ら
す
こ
と
を
心
が
け
る
、
昭
島
市
が

提
唱
す
る
取
り
組
み

※
11 

障
害
の
有
無
や
年
齢
、
性
別
、
人
種

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
多
く
の

人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
考
え
方

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
は
据
え
置
く
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。

　
窓
口
負
担
が
見
直
さ
れ
る
予
定
の

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
改
定
の
年
と
な
り
ま
す
。
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
市
民
生
活

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
保
険
料
軽
減
策

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
必
要
最

低
限
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
育

つ
ま
ち

　
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
環
境

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
医
療
的

な
生
活
援
助
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を

保
育
施
設
で
受
け
入
れ
る
な
ど
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
安
定
し

て
提
供
す
る
と
と
も
に
、
防
災
・
食

育
の
機
能
も
備
え
た
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
近
年
の
猛
暑
な
ど
を
踏

ま
え
、
屋
外
プ
ー
ル
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。

　
貸
付
型
奨
学
金
制
度
を
見
直
す
な

ど
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
方
へ
の
支
援
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　
新
た
に
、
子
ど
も
・
若
者
未
来
対

策
推
進
計
画
を
定
め
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
環

境
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
す
べ
て

の
子
ど
も
・
若
者
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
ま
ち

　

開
館
か
ら
40
年
を
迎
え
る
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル（
市
民
会
館
）・
公

民
館
の
舞
台
設
備
を
改
修
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
・
企
業
・
芸
術
家
が

連
携
し
た
日
本
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
る「
昭

島
・
昭
和
の
森 

武
藤
順
九
彫
刻
園
」

を
は
じ
め
、
市
が
誇
る
文
化
芸
術
資

産
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

昭
島
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
、

各
競
技
団
体
の
支
援
や
、
本
市
を
拠

点
と
し
て
活
動
す
る
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム「
ク
リ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ッ
シ
ュ

昭
島
」と
の
連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
負
荷
を
低
減
し
、
水
と
緑

の
自
然
環
境
を
守
る
ま
ち

　
各
公
共
施
設
な
ど
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
と
と
も
に
、
市
庁
舎
で
再

エ
ネ
100
％
電
力（
※
８
）や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス（
※
９
）を
導
入

す
る
な
ど
、
市
が
率
先
し
て
脱
炭
素

に
向
け
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
た
め
、

引
き
続
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
イ
ナ

ス
１
運
動（
※
10
）を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
事
業
系
ご
み
搬
入
手
数

料
の
改
定
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
各

種
修
繕
を
着
実
に
実
施
し
、
環
境
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
を
し
な
が
ら
、
安

全
で
安
定
し
た
運
営
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
ご
み
収
集
体
制
に
よ

り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
毎
週
収
集
な

ど
を
開
始
し
ま
す
。

　
今
後
の
可
燃
ご
み
処
理
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
や
最
新
の
技

術
動
向
に
係
る
調
査
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
、
将
来
を
見
据
え
た
可
燃
ご
み

処
理
施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想

の
策
定
に
向
け
て
更
に
検
討
を
深
め

ま
す
。

快
適
で
利
便
性
に
富
ん
だ
ま
ち

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
道
路
・

公
園
な
ど
の
老
朽
化
対
策
、
空
き
家

対
策
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
自
然

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン（
※
11
）や
地
域
環
境
に
も
配
慮

し
た
、
潤
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る
快
適

な
都
市
空
間
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

宝
で
あ
る
深
層
地
下
水
100
％
の
安
全

で
お
い
し
い
水
道
水
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
深
層

地
下
水
流
動
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

た
地
下
水
資
源
の
保
全
と
水
道
施
設

の
安
全
管
理
に
努
め
ま
す
。
引
き
続

き
、
第
二
次
昭
島
市
水
道
事
業
基
本

計
画
の
着
実
な
推
進
と
、
経
営
基
盤

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営

戦
略
に
基
づ
き
持
続
可
能
な
事
業
運

営
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
更
に
、
下
水
道
総
合
計
画
に

基
づ
く
施
策
の
推
進
と
施
設
の
長
寿

命
化
に
努
め
、
浸
水
の
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
中
神
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
第
二
工
区
駅
前
ブ

ロ
ッ
ク
の
速
や
か
な
完
了
を
目
指
し

ま
す
。
第
二
工
区
北
・
西
ブ
ロ
ッ
ク

及
び
第
三
工
区
は
、
区
画
整
理
の
手

法
に
よ
ら
ず
、
地
域
の
方
の
声
を
伺

い
な
が
ら
安
全
・
安
心
か
つ
快
適
な

都
市
基
盤
の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

　
立
川
基
地
跡
地
昭
島
地
区
に
つ
い

て
は
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
と
一
体

と
な
っ
た
緑
の
空
間
が
整
備
さ
れ
る

令
和
４
年
度

教
育
施
策
推
進
の

�

基
本
的
な
考
え
方

　
い
ま
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日
常

生
活
、
社
会
経
済
、
教
育
環
境
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
感
染
防
止
に
万
全
を
期
し
た
う
え

で
、
新
た
な
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ

た
き
め
細
か
な
教
育
活
動
に
邁
進
し

ま
す
。

　

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
13
）と
関
連
づ
け
た

学
習
を
展
開
し
、
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
に
貢
献
す
る
能
力
を
育
む
と

と
も
に
、
自
ら
の
個
性
や
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
で
困
難
を
乗
り
越
え
、
人

生
を
切
り
拓ひ

ら

く
こ
と
が
で
き
る「
た

く
ま
し
い
昭
島
っ
子
」の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
学
ん
で
楽

し
い
、
先
生
が
教
え
て
楽
し
い
学
校

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

確
か
な
学
力
の
定
着

　
小
学
６
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対

象
に
、
立
川
市
に
開
業
予
定
の
英
語

村
で
、
英
語
を
使
う
楽
し
さ
や
必
要

性
を
体
験
す
る
東
京
都
英
語
村（
東

京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
）体

験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、

英
語
検
定
の
受
検
料
を
市
が
負
担
す

る
事
業
も
実
施
し
、
英
語
学
習
へ
の

意
欲
と
学
力
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

個
に
応
じ
た
支
援
の
充
実

　
今
後
の
３
年
間
を
見
据
え
た
新
た

な
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
に
沿
っ

て
、
特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
教
授
な
ど
に
よ
る
教

員
の
授
業
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業
を
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
に
も

広
げ
て
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図

り
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
育
成
や
課
題
の
改
善
に
努
め
ま

す
。教

員
の
働
き
方
改
革

　
教
員
が
全
力
で
教
育
に
あ
た
る
こ

次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す

教育長 山下秀男

※
12 

夢
を
持
つ
こ
と
が
成
功
へ
の
第
一

歩
で
あ
る
と
い
う
考
え

※
13 

国
連
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な
開
発

目
標

※
14 

情
報
通
信
技
術

※
15 

調
理
設
備
が
あ
る
学
校
で
、
他
の
学

校
分
の
給
食
を
調
理
し
配
送
を
行

う
こ
と

学
校
教
育

お
わ
り
に



8昭島市役所 ☎042-544-5111（代表） FAX 042-546-54969 広報 あきしま　令和４年４月１日号

　

教
育
振
興
基
本
計
画
に
掲
げ
る

「
市
民
相
互
と
地
域
の
つ
な
が
り
を

育
て
る
生
涯
学
習
」の
理
念
を
基
本

に
、
多
様
な
学
習
活
動
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
な
ど
、
市
民

の
自
主
性
を
尊
重
し
た
生
涯
学
習
を

推
進
し
ま
す
。

知
の
拠
点

「
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
」

　
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る「
つ
な
ぐ
、
広
が
る
、
見
つ

け
る
、
育
む
」の
実
現
に
向
け
、
他
の

生
涯
学
習
施
設
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る「
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
」た
め
の

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
取
り
組
み

ま
す
。

図
書
館
活
動
の
充
実

　
蔵
書
の
充
実
、
電
子
書
籍
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
、移
動
図
書
館「
も
く
せ
い

号
」の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
新
た
な
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
に
沿
っ
て
、
市
民
図
書
館
で
の
調

べ
学
習
の
支
援
、
学
校
図
書
館
へ
の

更
な
る
支
援
な
ど
、
学
校
教
育
と
連

携
し
な
が
ら
子
ど
も
の
読
書
習
慣
の

定
着
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
読
書

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
郷
土
資
料
を
通
じ
て
郷
土

へ
の
愛
着
心
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
の
推

進
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
を
推
進

す
る
た
め
、
市
立
会
館
と
公
民
館
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
操
作
方
法
を
学
ぶ
機
会
の

提
供
に
努
め
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興

　
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
掲

げ
る「
誰
で
も 

よ
り
楽
し
く　
〜
ス

ポ
ー
ツ
で
繋
が
る 

楽
し
い
あ
き
し

ま
〜
」の
理
念
の
実
現
に
向
け
、
安

全
・
安
心
に
楽
し
み
、
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習

歳　入
462億
400万円

歳　出
462億
400万円

市税
197億
7860万円
（42.8%）

国庫支出金
109億
8050万４千円
（23.8%）

都支出金
71億
974万７千円
（15.4％）

※４年１月１日現在の人口11万3829人をもとに算出

その他
市議会運営、労働、 
農業、商工振興、
観光などの費用
 9739円

土木費
道路の新設・維
持管理、公園の
維持管理などの費用
 ２万3911円

公債費
市債（市が借り
入れたお金）の
返済のための費用
 １万6810円

教育費
小・中学校教育、
社会教育、市民会
館・公民館活動などの費用
 ５万2476円

民生費
障害者や高齢
者に対する社会福祉、児童
福祉、生活保護などの費用
 21万391円

消防費
消防活動、災害対策
などの費用

 １万2807円

総務費
庁舎管理、徴税、
統計、選挙事務、
戸籍、住民登録などの費用
 ３万7927円

表１　４年度一般会計・特別会計予算額 
会　計　名 当初予算額（前年度比）

一　般　会　計　 462億400万円 （7.1%増）

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 122億3300万円 （2.3%増）
介 護 保 険 103億4691万９千円 （3.0%増）
後 期 高 齢 者 医 療 27億7826万７千円 （6.8%増）
中神土地区画整理事業 ６億5900万３千円 （47.6%増）

小　　計 260億1718万９千円 （3.9%増）
合　　　計 722億2118万９千円 （5.9%増）

表２　４年度公営企業会計予算額

区　分 当初予算額（前年度比）
収　入 支　出

水
道
事
業

収益的
収入･支出

19億3074万円
（2.1%増）

17億2453万５千円
（11.1％増）

資本的
収入･支出

974万９千円
（21.1%増）

10億3741万５千円
（30.2％減）

下
水
道
事
業

収益的
収入･支出

24億8381万１千円
（6.9%減）

23億232万１千円
（4.5%減）

資本的
収入･支出

５億8255万９千円
（14.6%増）

13億5740万円
（16.5%増）

　 歳　入　～市税や国庫支出金などは増加、地方交付税などは減少～

※４年１月１日現在の人口11万3829人をもとに算出

各種交付金など
36億2320万１千円（7.8%）
内訳は、地方消費税交付金25億7000
万円、法人事業税交付金３億8000万
円、地方譲与税１億6900万１千円、地
方特例交付金１億4800万円などです。

 歳入額を市民一人当たりに換算すると…　40万5907円
その他 ５万9464円
＊繰入金＝基金や特別会計から一般会計に繰り入
れられるお金

＊地方交付税＝地方公共団体間での財源の均衡化
を図るために、国から交付されるお金

＊分担金及び負担金＝保育料など、市が行う特定
の事業により利益を受ける人が、その事業のた
めに支払うお金

＊各種交付金など＝各種法令で定められた一定基
準によって国や都から市へ配分されるお金

＊諸収入など

国庫支出金・都支出金
特定の事業のために国や都
から支出されるお金

 15万8925円

使用料及び手数料
自転車等駐車場など市の施
設の使用料、住民票や税証
明書などの発行手数料
 7673円

市税
市民税、固定資産税・都市
計画税などの税金

 17万3757円

市債
市が建設事業を行うためな
どに国・都・銀行などから長
期にわたり借り入れるお金
 6088円

令和４年度予算 が決まりました　 一般会計予算は462億400万円

　 歳　出　～物件費や普通建設事業費などが増加～

 歳出額を市民一人当たりに換算すると…　40万5907円

民生費
239億
4855万２千円
（51.8％）

▼ 性質別区分における義務的経費の状況
　（支出が義務付けられ、任意に削減できない経費）
区　分 当初予算額（前年度比）
人件費 61億6379万７千円 （1.3%減）
扶助費 168億4263万９千円 （4.6%増）
公債費 19億1351万３千円 （2.6%減）
合　計 249億1994万９千円 （2.5%増）
※ 義務的経費は、前年度と比べて６億410
万７千円（2.5％）増加しました。これは、
障害者自立支援給付費などの扶助費が
増加したことなどによるものです。

商工費など　７億5305万１千円（1.6%）
内訳は、商工費４億107万７千円、労働費9817万７千円、
農林費5379万６千円などです。

議会費　３億5556万円（0.8%）

消防費　14億5785万３千円（3.2%）

公債費　19億1351万３千円（4.1%）

衛生費
47億6328万８千円
（10.3%）

教育費
59億7323万円
（12.9%）

総務費
43億1720万円
（9.4％）

土木費　27億2175万３千円（5.9%）

個人市民税や法人市民税な
どの増収が見込まれるため、
前年度と比べて12億2500万
円（6.6％）増加しました。

新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業補助金などの増に
より、前年度と比べて16億8608万 
２千円（18.1%）増加しました。

学校給食共同調理場整備事
業などにより、前年度と比べ
て３億2240万１千円（5.7％）
増加しました。

繰入金　20億2512万６千円（4.4%）

基金（積立金）から20億2512万５千
円の取り崩しを予定しています。
基金の４年度末現在高（見込み）
は、総額135億3378万４千円です。

市債　６億9300万円（1.5%）

臨時財政対策債の減などによ
り、前年度と比べて５億6100
万円（44.7%）減少しました。

地方交付税　１億6000万円（0.3%）

諸収入など　６億9254万７千円（1.5%）
内訳は、繰越金４億円、諸収入２億
5963万６千円などです。

分担金及び負担金　２億6789万１千円（0.6%）

予算の概要

　一般会計と特別会計は表１、公営企業会計は表２の
とおりです。一般会計の予算額は462億400万円で、前
年度と比べて30億5900万円（7.1％）増加しました。歳
入・歳出の内訳は下のグラフのとおりです。

　歳入では、個人市民税や法人市民税などの市税の増
収と、新型コロナワクチン接種事業などによる、国庫
支出金の増加を見込んでいます。
　歳出では、学校給食共同調理場整備事業など、普通
建設事業費（公共施設などの建設費）が増加しました。
☆詳しくは、財政係へ。

新型コロナワクチ
ン接種事業など
により、前年度と
比べて８億7147
万７千円（22.4％）
増加しました。

使用料及び手数料
８億7338万４千円（1.9%）

障害者自立支援給付費の増などによ
り、前年度と比べて11億2742万６千
円（4.9％）増加しました。

衛生費
ごみ処理、保
健衛生、予防
接種、環境衛生などの費用
 ４万1846円
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　主な施策のうち新規事業を中心に、新たな総合基本計画の施策大綱に基づいて
紹介します（金額は予算額／１万円未満は四捨五入）。
　このほかの事業などは、「令和４年度当初予算」（市役所２階行政資料コーナー
にあり／市ホームページにも掲載）でご覧いただけます。
☆詳しくは、財政係へ。

互いに支え合い、尊重し合うまち
新型コロナワクチン接種 ９億1915万円 ワクチン接種の体制を整備し、集団接種・個別接種を実施します。

子宮頸（けい）がんワクチン定
期接種

6366万円 子宮頸がんワクチン（ヒトパピローマウイルスワクチン）の接種勧
奨を再開します。接種を勧めていなかった期間の対象者（平成９年
４月２日～ 17年４月１日生まれの方）への接種も実施します。

市民総合交流拠点施設の整
備

2831万円 災害対策を含む複合的な機能をもつ交流拠点施設を整備するた
め、基本設計と実施設計を行います。

拝島町高齢者福祉センター
の空調設備等改修工事

2570万円 快適な施設環境とするために実施します。

未来を担う子どもたちが育つまち
学校給食共同調理場の整備 ４億5440万円 第二調理室を解体し、新たな共同調理場の整備工事を実施します。

保育園・小規模保育所の改
築工事費補助

３億5910万円 待機児童の解消を目指して定員を増やすため、のぞみ保育園と昭
島ナオミ保育園の改築工事費用を補助します。また、昭島すみれ幼
稚園内に新たに小規模保育所を開設するため、改築工事費用を補
助します。

小・中学校の大規模改造（外
壁等改修）工事

３億3100万円 武蔵野小、拝島第一小で実施します。また、拝島第二小、福島中で
の改修について設計を行います。

認定こども園新築工事費及
び子育てひろば整備費補助

２億7880万円 子育て支援の充実と保育需要の増加に対応するため、もくせいの
杜地区に新築する認定こども園などの工事費用を補助します。

小・中学校のコンピュータ
教育

２億4421万円 １人１台配置した端末を円滑に運用するとともに、校務を効率化
するため、教職員用パソコンを更新します。

小・中学校の大規模改造（便
所改修）工事

１億6099万円 成隣小、清泉中で実施します。また、玉川小での改修について設計
を行います。

東京都英語村体験事業 1158万円 英語を学ぶ楽しさと必要性を体感し、学習意欲が向上するよう、小
学６年生・中学２年生を対象に実施します。

英語検定受検事業 396万円 グローバルに活躍する人材を育成するため、中学３年生を対象に
各学校で実施します。

安全で安心して住み続けられるまち
防災行政無線のデジタル化 5104万円 デジタル化に向け、受信装置などを整備します。また、放送が聞こ

えづらい地域に子局（スピーカーなど）を新設します。
自転車ナビマークの設置 500万円 自転車が車道を安全に通行できるよう、江戸街道の一部に設置し

ます。
防災行政無線戸別受信機の
使用料等補助

94万円 水害の発生時に避難情報を聞き取れるようにするため、対象区域
の居住者などに、戸別受信機の使用料などを補助します。

快適で利便性に富んだまち
都市計画道路３・４・１号
（昭島中央線）整備

１億760万円 幹線道路を整備するため、工事を実施します。

市道昭島14号、市道昭島21
号及び市道昭島23号道路
改修工事

9770万円 安全・安心で快適な交通環境を確保するため、舗装の改修工事を 
実施します。

横断歩道橋耐震診断等事業 5020万円 長寿命化のため、耐震診断を行います。

　市の資産・負債（借金）がどのくらいあるのかなど、財政状況を詳しく知っていただ
くために作成したものです。市ホームページで公表していますので、ぜひご覧ください。
☆詳しくは、財政係へ。

令和２年度決算に基づく財務書類４表を公表

文化芸術、スポーツの振興を図るまち
総合スポーツセンター外壁
等改修工事

２億2795万円 外壁改修、屋上防水などの工事を実施します。

KOTORIホール（市民会
館）・公民館舞台設備改修工
事

１億8940万円 舞台照明、音響設備の改修工事を実施します。

昭和公園テニスコート改修
工事

2700万円 砂入り人工芝コートの張り替えなどの工事を実施します。

環境負荷を低減し、水と緑の自然環境を守るまち
公共施設などの照明器具の
LED化

7026万円 公共施設や街路灯などの照明器具を、順次LEDに交換します。

再生可能エネルギー電力等
の導入

797万円 市役所本庁舎において、再生可能エネルギー100％の電力とカーボ
ンニュートラルガス（※１）を新たに導入します。

水素自動車の導入 400万円 庁用車として水素自動車を２台購入します。

脱炭素（※２）への姿勢の見
える化

５万円 脱炭素社会の実現に向けた具体的な行動として、ゼロカーボンシ
ティ（※３）への表明、気候非常事態宣言（※４）を行うほか、再エネ
100宣言RE Action（アールイーアクション）（※５）に参加します。

※１  採掘から燃焼までの工程で発生する温室効果ガスと同じ量を削減するためにさまざまな取り組みを行うことで、実質
　　 排出量がゼロであるとみなされるしくみのもとで供給されるガス
※２  温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させて、実質排出量をゼロとすること
※３  2050年までに温室効果ガスの実質排出量ゼロを目指すという表明をした自治体
※４  自治体などが、気候が危機的な状況であることを市民や事業者などと共有し、共に地球温暖化対策に取り組むために
　　 行う宣言
※５  自治体や事業者などの団体が、使用電力の100％を再生可能エネルギー（再エネ）によって発電された電力に転換する意
　　 思と行動を示し、再エネ100％の利用を促進すること

生活を支え、活力を生み出すまち
プレミアム付商品券事業の
補助

２億400万円 落ち込んだ消費の早期回復を図るため、昭島市商工会のプレミア
ム付商品券事業に補助を行います。

昭島市民くじら祭の補助 1430万円 開催50周年を記念し、特別事業を実施するため、金額を拡充して
補助を行います。

計画実現のために
庁舎外壁等改修工事 １億2931万円 市役所本庁舎の長寿命化のため、外壁や屋上防水などの改修工事

を実施します。
庁内Web（ウェブ）会議システ
ムの導入

2151万円 リモートワークやペーパーレス会議などを推進するため、庁内で
のWeb会議を積極的に活用します。

人財育成基本方針に基づく
人財の確保及び育成の促進

1628万円 全体の奉仕者として市民の財産となる職員（人財）の育成に取り組
むとともに、多様な人財の確保に努めます。

ファイルサーバなどの暗号
化

757万円 情報セキュリティ対策を強化するため、業務で扱うデータを保存
するファイルサーバなどのハードディスクを暗号化します。

窓口混雑状況の配信 360万円 市民課窓口の混雑状況をスマートフォンなどで確認できるよう、
環境整備を行います。

AI（エーアイ）チャットボット
の導入

330万円 インターネット上で、誰でも気軽に問い合わせができ、自動的に回
答するシステム（AIチャットボット）を、新たに導入します。

公共施設フリーWi-Fi（ワイ
ファイ）の拡充

184万円 公共施設において、ロビーだけでなく学習室や会議室でもフリー
Wi-Fiに接続できるよう、環境整備を行います。

情報配信ツールの導入 134万円 必要な情報を選択して受け取ることができるよう、新たな情報配
信ツールを導入します。

令和４年度の主な施策
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次
の
と
お
り
市
民
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
他
の
協
議
会
な

ど
の
委
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。

◇ 

対
象　
18
歳
以
上
で
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
市
民
の
方

◇
定
員　
３
人（
選
考
あ
り
）

◇ 

任
期　
６
月
１
日
〜
令
和
７
年
５

月
31
日

◇ 

応
募　
応
募
の
動
機
を
800
字
以
内

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
４
月
15
日

（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１　

市
役
所
保
険
係
へ

☆
詳
し
く
は
、
保
険
係
へ
。

都
市
計
画
審
議
会

　
土
地
利
用
や
都
市
施
設
な
ど
、
都

市
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

◇
対
象　
18
歳
以
上
の
市
民
の
方

◇
定
員　
２
人（
選
考
あ
り
）

◇ 

任
期　
６
月
１
日
〜
６
年
５
月
31

日
◇ 

応
募　
応
募
の
動
機
を
800
字
以
内

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢･

性
別･

電
話
番
号
を
記
入
し
、

４
月
20
日（
必
着
）ま
で
に
〒
196-

８
５
１
１　
市
役
所
都
市
計
画
係

へ
☆
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
係
へ
。

　
令
和
４
年
度
に
募
集
予
定
の
市
民

委
員
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
後「
広
報
あ
き
し

ま
」な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼令和４年度の市民委員の募集予定
名　称 定員 任期 募集時期 担当

Hi,あきしま編集
委員会

５人 ５月～５
年３月

「広報あきし
ま」３月15日
号８ページ
に掲載

男女共同参
画センター
担当

地域福祉計画審議
会

３人 ７月～５
年３月

５月頃 福祉総務係

児童センター運営
委員会

２人 ７月から
２年間

５月 青少年係

学校給食運営審議
会

３人 ８月から
２年間

５月 学校給食課
庶務係

保健福祉センター
運営協議会

２人 ９月から
２年間

７月 健康係

情報公開・個人情
報保護運営審議会

３人 10月から
２年間

７月頃 法務担当

介護保険推進協議
会

４人 10月から
３年間

７月 介護保険係

社会教育委員会議 ２人 10月から
２年間

７月 社会教育係

公民館運営審議会 ２人 10月から
２年間

７月 公民館

※いずれも選考により決定します。

今
後
の
募
集
予
定

休日保育 病児・病後児保育
利　用 仕事などで、家庭での保育ができな

いとき
お子さんが病気中や病気の回復
期で、集団保育が困難なとき

日　時 日曜日、祝日（年末年始を除く）の午
前７時30分～午後６時30分

平日（年末年始を除く）の午前８
時～午後６時

所在地・
電話番号

上ノ原保育園分園
☎595-7058（昭和町４丁目）

病児保育室はぐみ
☎519-7868（太陽こども病院内／
松原町１丁目）
病後児保育室くろーばー
☎543-1596（昭和郷保育園内／中
神町1260）

費　用 有料（金額については問い合わせを）
※ お子さんが認可保育所などに通っ
ている場合は費用負担なし

１日2000円（別途食事代あり）

休日保育、病児・病後児保育をご利用ください

　子育てひろばほりむこうで、
生後57日目～３歳のお子さんを
一時的に預かります（登録制）。
　一人の時間を作ってリフレッ
シュしませんか。
◇ 日時　平日の午前９時～午後
４時
※１回３時間までです。
◇ 利用回数　週２回（月８回）ま
で
◇利用料
＊０～２歳＝１時間500円
＊３歳＝１時間300円
☆詳しくは、子育てひろばほり
むこう☎541-2277へ。

ちょこっと預かり
保育をご利用
ください　家庭で保育できない場合の一時

預かりを、下の表のとおり行ってい
ます。対象は、保育施設に通所して
いる１歳以上のお子さんです（病児
保育室はぐみのみ年齢制限なし）。
　利用には登録が必要ですので、事

前に各施設に問い合わせてくださ
い。なお、病児・病後児保育の登
録には、母子健康手帳、送迎予定
者の写真が必要です。
☆詳しくは、子ども子育て地域支
援担当へ。



13 広報 あきしま　令和４年４月１日号

子育てひろば　

令
和
３
年
度
の
優
良
校

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

＊
東
小

＊
光
華
小

＊
拝
島
第
三
小

〈
学
務
係
〉

東
京
都
学
校
歯
科
保

健
優
良
校
表
彰

　10月７日～ 11月３日に開催する
市民文化祭の参加団体を募集します
（個人参加は後日募集）。
　希望する団体は、事前に申し込み
のうえ、４月23日（土）の午後２時か
ら公民館で行う説明会に必ず出席し
てください。
☆申し込みは、４月15日までに公民
館☎544-1407へ。

市民文化祭の参加団体
を募集

　０～３歳のお子さんと保護者が集い、遊んだり情報交換をしたり
する場です。子育て相談にも応じます（申込不要）。
☆詳しくは、子育てひろばなしのき☎543-6716へ。
▼子育てひろばの利用日時

場　所 日　時 ベビータイム
りんご 地域支援館（玉

川町１丁目）
月～金曜日の午前９時30
分～午後２時30分

第２・第４金曜日の
午後１時～２時30分

さくらんぼ あいぽっく

＊ 月・水～金曜日の午前
９時30分～午後２時30
分
＊ 火曜日の午前９時30分
～午後４時

第２・第３火曜日の
午後１時～４時

くるみ 拝島保育園（拝
島町２丁目）

＊ 月～木曜日の午前９時
30分～午後２時30分

＊ 金曜日の午前９時30分
～午後３時30分

第２・第４木曜日の
午後１時～２時30分

いちご アキシマエン
シス校舎棟

月～金曜日の午前９時30
分～午後２時30分

第１・第３木曜日の
午後１時～２時30分

ほりむこう
旧堀向保育園
（美堀町２丁
目）

月～金曜日の午前９時30
分～午後４時

金曜日の午後１時～
２時30分

なしのき
なしのき保育
園（上川原町１
丁目）

月～土曜日の午前９時30
分～午後４時

水曜日の午後１時～
２時30分

※ベビータイムは、生後６か月までのお子さんと保護者が対象です。
※祝日、年末年始は休みです。

種　類 接種時期 回数
ヒブ ２か月～５歳未満 ４回

（※１）小児用肺炎球菌
Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回
ロタウイルス（※２）
（ロタテックまたはロタ
リックスのいずれか）

ロタテック＝６週～ 32週 ３回
ロタリックス＝６週～ 24週 ２回

四種混合
（ジフテリア・破傷風・百
日せき・ポリオ）

３か月～７歳６か月未満
＊ 三種混合＝四種混合を接種し
ておらず、ポリオを接種して
いる方を対象
＊ ポリオの単独接種＝四種混合
を接種していない方を対象

４回三種混合
（ジフテリア・破傷風・百
日せき）
ポリオ
ＢＣＧ １歳未満 １回
麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）

１期 １歳～２歳未満 １回
２期 小学校入学の前年度 １回

水痘 １歳～３歳未満 ２回

日本脳炎（※３） １期 ３歳～７歳６か月未満 ３回
２期 ９歳～13歳未満 １回

二種混合
（ジフテリア・破傷風） 11歳～13歳未満 １回
ＨＰＶ（※４）
（子宮頸（けい）がん） 小学６年生～高校１年生 ３回
※１ 接種開始時期により回数が異なります。
※２  市の指定医療機関ではロタテックの接種を行っています。

ロタリックスは、転入前などに既に１回接種している場合
に、医療機関へ予約のうえ接種できます。

※３  平成７年４月２日～19年４月１日生まれの方は20歳の誕生
日の前日まで、19年４月２日～21年10月１日生まれの方は
２期の期間（９歳～13歳未満）に、特例措置として未接種分
を無料で接種できます。

※４  接種勧奨を再開します。対象者（接種を勧めていなかった期
間に対象者であった、平成９年４月２日～ 18年４月１日生
まれの方を含む）へ、詳細が決まり次第、案内を送付します。

お子さんの予防接種を
無料で実施しています

　感染症からお子さんを守るため、市では、右
の表のとおり予防接種を無料で実施しています。
種類により接種時期や医療機関が異なります。
　５歳以上のお子さんで、新型コロナウイルス
のワクチン接種を希望する場合は、他の予防接
種と２週間以上間隔を空ける必要がありますの
で注意してください。
　詳しくは、次の場所で配布する「令和４年度 
子どもの予防接種」、または、市ホームページを
ご覧ください。
◇ 配布場所　あいぽっく、市役所福祉総務係、
東部出張所、各子育てひろば、各市立会館、
総合スポーツセンター、KOTORIホール（市民
会館）・公民館、アキシマエンシス国際交流教
養文化棟
※ 予防接種の案内と予診票は、出生届をもとに、
お子さんが２か月になるまでに送付します。

※ 市外から転入した方、予診票を紛失した方、里
帰り出産などにより市外の医療機関での接種を
希望する方は、健康係へ問い合わせてください。

☆詳しくは、健康係（あいぽっく
内）☎544-5126へ。

市ホームページはこちら▶
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体
育
館
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
を

次
の
と
お
り
開
放
し
て
い
ま
す
。

◇ 

期
日　
第
１
・
第
３
土
曜
日（
年
末

年
始
を
除
く
）

※
７
月
２
日
〜
令
和
５
年
３
月
18
日

は
改
修
工
事
の
た
め
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

◇ 

対
象　
小
学
生
以
上
の
方

※
年
齢
を
確
認
で
き
る
も
の（
生
徒

手
帳
、保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
☎
544
４
１
５
１
へ
。

個
人
開
放

　
利
用
で
き
る
時
間
・
種
目
な
ど
は

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。
保
護
者
同

伴
で
な
い
場
合
の
利
用
は
、
小
学
生

が
午
後
６
時
ま
で
、
中
学
生
が
午
後

７
時
ま
で
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
用
具
は
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。

◇
費
用

＊
一
般
＝
300
円

＊
小
・
中
学
生
＝
150
円

◇
受
け
付
け　

先
着
順（
利
用
日
の

各
時
間
区
分
の
30
分
前
か
ら
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
開
放

◇
時
間　
午
後
３
時
〜
６
時

◇
定
員　
15
人（
先
着
順
）

◇
費
用（
保
険
料
含
む
）

＊
一
般
＝
500
円

＊
小
・
中
学
生
＝
350
円

◇
受
け
付
け

＊
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
利
用
資
格
認

定
証
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
修
了

証
を
お
持
ち
の
方
＝
利
用
日
の
午

後
２
時
30
分
か
ら

＊ 

そ
れ
以
外
の
方
＝
利
用
日
の
午
後

２
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
の
う

え
、
午
後
３
時
か
ら

◎�

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
利
用
資
格
認

定
試
験

　
認
定
さ
れ
る
と
、
開
放
デ
ー
以
外

に
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時　
第
１
・
第
３
土
曜
日
の
午

後
５
時
〜
６
時（
午
後
３
時
か
ら

練
習
可
）

◇
対
象　

15
歳
以
上（
中
学
生
を
除

く
）で
、ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
経
験
が
１

年
以
上
の
方

◇
定
員　
各
回
１
人（
申
込
順
）

◇
費
用　
１
回
500
円（
保
険
料
含
む
）

◇
認
定
の
条
件　
ビ
レ
ー
及
び
リ
ー

ド
が
完
全
で
あ
る
こ
と

◇
申
し
込
み　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
教
室
担
当
☎
544
４
１
５
１

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ

▼個人開放デーで利用できる種目
時間区分 種　目

午前10時
～正午

バスケットボール（半面）
バドミントン（３面）
卓球（５台）

午後１時
～３時

バドミントン（４面）
卓球（４台）

午後４時
～６時

バドミントン（４面）
卓球（４台）

午後７時
～９時

バドミントン（４面）
卓球（４台）

個
人
開
放
デ
ー
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
開
放
デ
ー

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
６
日
〜
15
日
に
、春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、交
通
事
故

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
詳
し
く
は
、
交
通
安
全
係
へ
。

期
間
中
の
昭
島
市
の
重
点
項
目

＊ 

子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努

め
ま
し
ょ
う

＊ 

安
全
運
転
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

＊ 

自
転
車
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う

＊ 

二
輪
車
の
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う

＊ 

自
動
車
や
自
転
車
の
運
転
中
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

�

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守

り
ま
し
ょ
う

① 

自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
、歩

道
通
行
は
例
外
で
す

② 

車
道
で
は
左
側
を
通
行
し
ま

し
ょ
う

③ 

歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、歩
行

者
優
先
で
、車
道
寄
り
を
徐
行
し

ま
し
ょ
う

④ 

安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑤ 

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う

自転車保険への加
入が義務化されて
います。必ず加入
しましょう！

飲酒運転は絶対
にしてはいけま
せん！

昭島市公式
キャラクター
アイラン

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

�

～
た
く
さ
ん
の 

笑
顔
が
走
る 

首
都
東
京
～

二人乗り、並んで
の走行は禁止です。
夜間はライトの点
灯を忘れずに！

アッキー ちかっぱー
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お
知
ら
せ

くらし 子育て・教育福祉・健康 スポーツ審議会・委員会

４
月
は
あ
い
さ
つ
運
動
推
進

強
調
月
間﹁
あ
い
さ
つ
は 

顔

見
て 

目
を
見
て 
心ハ

ー
ト

見
て
﹂　

人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第

一
歩
は
、
毎
日
交
わ
す
あ
い
さ
つ
で

す
。
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

活
動
の
一
環
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
と

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
４
月
・
７
月
・
11
月
を
あ
い

さ
つ
運
動
推
進
強
調
月
間
と
し
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
と「
お
は
よ
う
」、

「
こ
ん
に
ち
は
」な
ど
、
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
一
声
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。　
〈
青
少
年
係（
ア
キ
シ
マ
エ
ン

シ
ス
校
舎
棟
内
）☎
544
４
３
１
３
〉

小
学
生
の
下
校
時
に
見
守
り

放
送
を
実
施　

下
校
時
を

狙
っ
た
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
で
呼
び
か

け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
見
守
り
と
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。　
日
時
▽
４

月
７
日（
木
）〜
13
日（
水
）＝
小
学
１

年
生
の
下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
０
時

５
分　
▽
４
月
14
日（
木
）以
降
＝
午

後
２
時
30
分　
※
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
夏
休
み
な
ど
の
学
校
休
業
期
間

を
除
く　

内
容「
こ
ち
ら
は
昭
島
市

役
所
で
す
。
小
学
生
が
下
校
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
見
守

り
を
お
願
い
し
ま
す
。
小
学
生
の
皆

さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
」　
〈
学
務
係
〉

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
費
用
を
補
助　
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
２
階

建
て
以
下
の
木
造
住
宅
の
所
有
者
が

耐
震
診
断
を
行
う
場
合
、
市
が
認
定

し
た
診
断
員
に
依
頼
す
る
と
、
費
用

の
３
分
の
２
以
内
の
額（
限
度
額

８
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。診
断
の
結

果
、
耐
震
性
が
基
準
値
以
下
で
あ
る

場
合
、
改
修
工
事
費
用
の
３
分
の
１

以
内
の
額（
限
度
額
60
万
円
）を
補
助

し
ま
す
。
た
だ
し
、
建
設
業
の
許
可

を
受
け
た
業
者
に
よ
る
施
工
に
限
り

ま
す
。
診
断
を
依
頼
す
る
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
住
宅
係
〉

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

課
税
明
細
書
の
送
付
及
び
関

係
帳
簿
な
ど
の
縦
覧
・
閲
覧　
課
税

明
細
書
を
４
月
初
旬
に
発
送
し
ま

す
。
ま
た
、
次
の
と
お
り
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。　
対
象・期
間
▽
土
地・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
＝
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
を
対
象
に

４
月
１
日
〜
５
月
31
日（
無
料
）　
▽

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
＝
固
定

資
産
税
の
納
税
義
務
者
を
対
象
に
４

月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日（
５

月
31
日
ま
で
は
無
料
／
借
地
・
借
家

人
な
ど
は
有
料
）　

※
年
末
年
始
を

除
く　
場
所
市
役
所
課
税
課　
持
ち

物
本
人
確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）　
※
借
地
・
借
家
人
は
、

契
約
書
な
ど
も　
〈
土
地
資
産
税
係
、

家
屋
資
産
税
係
〉

生
産
緑
地
追
加
指
定
の
申
請

を
受
け
付
け　
期
間
４
月
１

日
〜
８
月
31
日　
申
請
事
前
に
相
談

の
う
え
、申
請
書（
市
役
所
都
市
計
画

係
に
あ
り
）に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

市
役
所
都
市
計
画
係
へ

特
定
生
産
緑
地
指
定
の
申
請

を
受
け
付
け　
期
間
４
月
１

日
〜
９
月
30
日　

対
象
平
成
５・
６

年
に
指
定
さ
れ
た
生
産
緑
地　
申
請

申
請
書（
市
役
所
都
市
計
画
係
に
あ

り
）に
必
要
書
類
を
添
え
て
、市
役
所

都
市
計
画
係
へ

令
和
４
年
度
の
主
な
下
水
道

事
業　
工
事
中
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。工
事
を
実
施
す
る
際
は
、

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
へ
施
工
業
者

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
汚
水
管
】　
耐
震
化
工
事
、
郷
地
ポ

ン
プ
場
の
耐
水
化
工
事
、
下
水
道
施

設
の
改
築
更
新
に
向
け
た
点
検
・
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

【
雨
水
管
】　
浸
水
被
害
を
解
消
・
軽

減
す
る
た
め
、
西
部
第
１
排
水
区
の

整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。　
〈
下
水

道
課
管
理
係
〉

雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
費
用

を
助
成　

雨
水
浸
透
施
設

は
、
左
の
図
の
よ
う
に
、
宅
地
内
で

屋
根
か
ら
の
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ

せ
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
も
の
で

す
。
市
内
で
建
物
を
所
有
ま
た
は
使

用
す
る
方
が
設
置
す
る
場
合
に
、
費

用
を
助
成
し
ま
す
。
工
事
の
前
に
、

工
事
店
ま
た
は
下
水
道
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。　
助
成
額
標
準
工
事

単
価
×
設
置
個
数（
限
度
額
40
万
円
）　

〈
下
水
道
課
管
理
係
〉

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
の
一
部
を
補
助

対
象
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
、
ま
た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者　
※
保
険
税
・
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
方
を
除
く　
補
助

額
２
万
円
以
内（
年
度
に
１
回
）　
申

請
受
診
後
、受
診
結
果
の
写
し（
人
間

ド
ッ
ク
の
場
合
の
み
）と
領
収
書
を

持
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

市
役
所
保
険
係
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
は
市
役
所
後
期
高
齢
者

医
療
係
へ

市
立
会
館
業
務
員（
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集

◇ 

任
用
期
間　

６
月
１
日
〜
令
和

５
年
３
月
31
日

◇ 

勤
務
時
間　
週
20
〜
35
時
間（
主

に
夜
間
／
午
後
10
時
30
分
ま
で
）

◇ 

勤
務
内
容　
利
用
者
応
対
、事
務

（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
あ
り
）、

清
掃
、
修
繕
、
保
守
管
理
な
ど

◇ 

報
酬　

時
給
１
０
８
０
円（
午

後
５
時
以
降
、
及
び
、
祝
日
は

１
３
２
０
円
）

◇
募
集
人
数　
若
干
名

◇
選
考　
書
類
、
作
文
、
面
接

◇ 

申
し
込
み　

４
月
１
日
〜
18
日

に
、写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
作

文（「
私
が
考
え
る
良
い
接
客
と

悪
い
接
客
」を
テ
ー
マ
に
400
字
程

度
）を
持
っ
て
本
人
が
市
役
所
社

会
教
育
係
へ

☆
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
係
へ
。

穴あきのます（浸透ます）と穴あき
の排水管（浸透トレンチ管）を組み
合わせて浸透させます。

浸透トレンチ管浸透ます

▼雨水浸透施設
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農
産
物
即
売
会　
い
ず
れ
も

な
く
な
り
次
第
終
了
／
雨
天

実
施　

日
時
・
場
所
▽
４
月
２
日

（
土
）・
16
日（
土
）の
午
後
２
時
か
ら

＝
東
中
神
駅
前
交
番
隣　
▽
４
月
９

日（
土
）・
23
日（
土
）の
午
後
２
時
か

ら
＝
昭
島
駅
南
口
商
店
会
館
前　

▽
日
曜
日
の
午
前
８
時
40
分
頃
か
ら

＝
田
中
団
地
第
２
集
会
所
前
広
場

▽
水
曜
日
の
午
後
３
時
30
分
頃
か
ら

＝
田
中
団
地
第
２
集
会
所
前
広
場

▽
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
＝

農
産
物
直
売
所「
み
ど
り
っ
子
」　

〈
都
市
農
業
担
当
〉

数す
う
楽が

く
で
脳
ト
レ　
謎
解
き
感

覚
で
、
江
戸
の
庶
民
に
親
し

ま
れ
た
和
算
を
学
び
ま
す
。　
日
時

４
月
17
日（
日
）、
５
月
15
日（
日
）、

６
月
19
日（
日
）の
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
全
３
回
／
１
回
の
み
の

参
加
も
可
）　

場
所
昭
和
会
館　

対

象
小
学
４
年
生
以
上
の
方　
定
員
20

人（
多
数
抽
選
）　
申
込
４
月
８
日
ま

で
に
社
会
教
育
係
へ

初
心
者
の
た
め
の
ス
マ
ホ
会　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
心
し

て
使
う
方
法
を
学
び
ま
す
。　
日
時

５
月
７
日
〜
28
日
の
土
曜
日（
全
４

回
）の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
校
舎
棟　

定
員
10
人（
多
数
抽
選
）　
持
ち
物
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン　
申

込
４
月
８
日
ま
で
に

社
会
教
育
係
へ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室　
身
体

に
負
担
の
か
か
ら
な
い
歩
き

方
を
学
び
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
利
用
し
て
１
時
間
程
度
の
外
歩
き

を
し
ま
す
。　
日
時
５
月
13
日（
金
）

の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　
場

所
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー　
定
員
15
人（
美
堀
町
、松
原
町

に
住
所
が
あ
る
方
を
優
先
／
多
数
抽

選
）　

申
込
４
月
25
日
ま
で
に
地
域

保
健
係（
あ
い
ぽ
っ
く
内
）☎
544
５
１

２
６
へ

教
育
委
員
会
定
例
会　
日
時

４
月
21
日（
木
）の
午
後
２
時

30
分
か
ら　
場
所
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル　

傍
聴
直
接
会
場
へ　
〈
教

育
総
務
課
庶
務
係
〉

子
ど
も
会
活
動
費
補
助
金
交

付
説
明
会　
子
ど
も
会
の
世

話
人
を
対
象
に
、
補
助
金
交
付
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す（
代
理
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
参
加
も
可
）。　
日
時
４
月

15
日（
金
）の
午
後
７
時
〜
８
時　
場

所
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル　
補
助

額
１
団
体
に
つ
き
年
額
７
７
０
０
円

か
ら（
加
入
人
数
に
よ
り
加
算
あ
り
）　

申
込
４
月
14
日
ま
で
に
社
会
教
育
係

へ

出
張
ひ
ろ
ば　
お
も
ち
ゃ
で

遊
び
な
が
ら
親
子
で
交
流
し

ま
し
ょ
う
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
歌

の
時
間
も
あ
り
ま
す
。
育
児
相
談
も

で
き
ま
す
。　
日
時
４
月
15
日（
金
）

の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　
場
所
緑

会
館　
対
象
０
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者　

定
員
４
組（
申
込
順
）　

申
込
４
月
４
日
か
ら
子
育
て
ひ
ろ
ば

な
し
の
き
☎
543
６
７
１
６
へ

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
パ
パ
学
級　

日
時
・
内
容
・
定
員
▽
４
月

15
日（
金
）の
午
後
１
時
15
分
〜
４
時

＝
妊
娠
中
か
ら
産
後
の
健
康
管
理
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
に
つ
い
て
の
講

話（
12
組
／
申
込
順
／
事
前
に
要
申

込
）　

▽
５
月
21
日（
土
）の
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
＝
産
後
の
マ
マ
の
気

持
ち
と
パ
パ
の
役
割
に
つ
い
て
の
講

話
、沐も

く
浴
の
見
学（
16
組
／
申
込
順
／

４
月
４
日
か
ら
要
申
込
）　

場
所
あ

い
ぽ
っ
く　

対
象
安
定
期（
妊
娠
16

週
以
降
）の
妊
婦
と
夫　

申
込
子
育

て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
あ
い

ぽ
っ
く
内
）☎
543

７
３
０
３
へ

乳
幼
児
歯
科
健
診　

日
時　

４
月
21
日（
木
）の
午
前
９
時

15
分
〜
11
時
20
分
、４
月
18
日（
月
）・

５
月
12
日（
木
）・
５
月
16
日（
月
）の

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
20
分　
※
１

人
５
分　
場
所
あ
い
ぽ
っ
く　
対
象

健
診
を
初
め
て
利
用
す
る
１
歳
〜
３

歳
６
か
月
児 　

申
込
４
月
１
日
か

ら
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
あ
い
ぽ
っ
く
内
）☎
543
７
３
０
３
へ

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー﹁
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
ヒ

ン
ト
﹂　

子
育
て
に
つ
い
て
学
び
な

が
ら
、保
護
者
同
士
で
交
流
し
ま
す
。　

日
時
４
月
21
日
・
28
日
、
５
月
19
日
、

６
月
２
日
・
16
日
、
７
月
７
日
、
８

月
25
日
、９
月
１
日（
い
ず
れ
も
木
曜

日
／
全
８
回
）の
午
前
10
時
〜
正
午　

場
所
公
民
館　
対
象
未
就
学
児
の
保

護
者　
定
員
10
人（
申
込
順
）　
保
育

１
歳
以
上
の
未
就
学
児
７
人（
申
込

順
）　

申
込
４
月

４
日
〜
18
日
に
公

民
館
☎
544
１
４

０
７
へ

子
育
て
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議　
市
内
の
子
育

て
グ
ル
ー
プ
や
市
な
ど
が
協
働
し
て

子
育
て
支
援
活
動
を
展
開
す
る
子
育

て
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

が
、
情
報
交
換
や
子
育
て
情
報
の
提

供
を
行
い
ま
す（
申
込
不
要
／
見
学

も
可
）。　
日
時
４
月
25
日（
月
）の
午

前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分　
場
所
ア

キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
校
舎
棟　
〈
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
ア
キ
シ
マ

エ
ン
シ
ス
校
舎
棟
内
）☎
543
９
０

４
６
〉

離
乳
食
講
座　
日
時
４
月
27

日（
水
）の
午
後
１
時
15
分
〜

開
　
催

２
時
15
分　
場
所
あ
い
ぽ
っ
く　
対

象
４
〜
６
か
月
児
の
保
護
者　
定
員　

17
人（
申
込
順
）　
申
込
４
月
４
日
か

ら
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
あ
い
ぽ
っ
く
内
）☎
543
７
３
０
３
へ

は
じ
め
て
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

の
育
児
講
座　
日
時
５
月
11

日（
水
）・
19
日（
木
）・
25
日（
水
）の

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
全
３
回
）　

場
所
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
校
舎
棟
、

児
童
セ
ン
タ
ー「
ぱ
れ
っ
と
」　
対
象

令
和
３
年
11
月
〜
12
月
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん（
第
１
子
）と
保
護
者　
※
市

外
在
住
の
方
を
除
く　
内
容
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
産
後
ヨ
ガ
な
ど　
定

員
10
組（
多
数
抽
選
）　
※
保
護
者
は

１
人
の
み　
申
込
往
復
は
が
き
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
に「
は
じ
め
て
赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
の
育
児
講
座
」と
、住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
、

お
子
さ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生

年
月
日
・
性
別
を
記
入
し
、
４
月
15

日（
必
着
）ま
で
に
次
の
送
付
先
へ

（
１
人
１
通
の
み
）　
▽
郵
送
＝
〒
196

-

０
０
１
２
つ
つ
じ
が
丘
３-

３-

15　

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー（
返
信
面
に
も
住
所
・
氏

名
を
記
入
）　

▽
電
子
メ
ー
ル
＝ko

d
o
m
o
sie
n
@
city.akish

im
a.

lg.jp

（
市
か
ら
返
信
で
き
る
よ
う

メ
ー
ル
の
設
定
を
）　
〈
子
ど
も
家
庭

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

◎
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

文
化
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
の
た
め
に

＊
40
万
円
＝
青
梅
信
用
金
庫 

理
事
長 

平
岡
治
房
さ
ん

チ
ャ
イ
ム
が
な
っ
た
ら

さ
あ
帰
ろ
う

　
防
災
行
政
無
線
の
チ
ャ
イ
ム

は
、
４
月
１
日
か
ら
午
後
５
時

に
な
り
ま
す
。

 

〈
広
報
係
〉

障害のある青年の交流講座の参加者を募集

ウクライナ人道危機 救援金を受け付け

　障害のある方が、仲間づくりを
進め、社会の中で生きていく力を
身につけることを目的に、公民館
などで月２回（土曜日または日曜
日）、よさこい、料理、工作など
を行います。
◎開講のつどい
　国営昭和記念公園で交流会をし
ます。
◇ 期日　４月24日（日）
 〈雨天中止〉

◇ 集合　午後１時30分に西立川駅
公園口で
◇参加費　200円
◇ 申し込み　４月13日までに公民
館へ
◎講座のボランティアを募集
　介助や運営に関わる方を募集し
ています。都合のつく範囲でかま
いません。直接公民館へ申し込ん
でください。
☆詳しくは、公民館☎544-1407へ。

　昭島市と日本赤十字社が共同
し、５月31日（火）まで受け付けて
います。
☆詳しくは、福祉総務係へ。
◎直接お持ちいただく場合
　市役所福祉総務課・介護福祉課、
東部出張所、あいぽっく、アキシ
マエンシス国際交流教養文化棟の
窓口に募金箱を設置しています。
受領証の発行を希望する方は、窓
口に申し出てください。
◎振り込みの場合
　振り込み先の口座は次のとおり
です。
◇ 口座名義　日本赤十字社

◇ 金融機関・口座番号　下の表の
とおり
金融機関 口座番号

ゆうちょ銀行 00110-2-5606
三井住友銀行
すずらん支店 普通 2787781

三菱UFJ銀行
やまびこ支店 普通 2105784

みずほ銀行
クヌギ支店 普通 0623471

※ ゆうちょ銀行の口座へ振り込む場
合は、通信欄に「ウクライナ人道危
機」と記入してください。
※ 手数料が必要となる場合がありま
す。
※ 受領証の発行を希望する方は、日
本赤十字社パートナーシップ推進
部☎03-3437-7081へ連絡してくだ
さい。

支
援
セ
ン
タ
ー（
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ

ス
校
舎
棟
内
）☎
543
９
０
４
６
〉

中
高
年
の
た
め
の
ア
ク
ア
エ

ク
サ
サ
イ
ズ　
水
の
特
性
を

利
用
し
、
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず

に
運
動
し
ま
す
。　
日
時
５
月
10
日

〜
６
月
21
日
の
火
曜
日（
全
７
回
）の

午
後
２
時
〜
２
時
55
分　
場
所
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
対
象
40
歳
以

上
の
方　

定
員
20
人（
初
め
て
の
方

優
先
／
多
数
抽
選
）　

参
加
費
１
回

500
円　
申
込
左
下
の
申
込
共
通
事
項

の
と
お
りウ

ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
教

室　
歩
い
て
行
う
サ
ッ
カ
ー

で
心
肺
に
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
し

ま
す
。　
日
時
５
月
11
日
〜
６
月
29

日
の
水
曜
日（
全
８
回
）の
午
前
10
時

〜
11
時　
場
所
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　
対
象
60
歳
以
上
の
方　
定
員

20
人（
初
め
て
の
方
優
先
／
多
数
抽

選
）　

参
加
費
１
回
250

円　
申
込
下
の
申
込
共

通
事
項
の
と
お
り

骨
盤
コ
ア
教
室　
動
き
や
す

い
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。　
日
時
５
月
12
日
〜
６
月
16
日

の
木
曜
日（
全
６
回
）の
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
場
所
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー　
対
象
18
歳
以
上
の
女
性
の

方　

定
員
15
人（
初
め
て
の
方
優
先

／
多
数
抽
選
）　

保
育
１
〜
３
歳
の

お
子
さ
ん
８
人（
初
め
て
の
方
優
先

／
多
数
抽
選
）　

※
参
加
決
定
し
た

方
は
５
月
６
日
に
行
う
保
育
説
明
会

に
参
加
を　

参
加

費
１
回
500
円　

申

込
左
の
申
込
共
通

事
項
の
と
お
り

は
じ
め
て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

日
時
５
月
12
日
〜
６
月
23
日

の
木
曜
日（
全
７
回
）の
午
後
７
時
〜

８
時　

場
所
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　
対
象
18
歳
以
上
の
女
性
の
方　

定
員
20
人（
初
め
て
の
方
優
先
／
多

数
抽
選
）　

参
加
費
１
回
500
円　

申

込
左
の
申
込
共
通
事
項
の
と
お
り

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

教
室
担
当
の
申
込
共
通
事
項

往
復
は
が
き
に
教
室
名（
１
通
に
つ

き
ひ
と
つ
）と
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
、

保
育
を
希
望
す
る
方
は「
保
育
希
望
」

と
お
子
さ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢（
月
齢
）・
性
別
を
記
入
し
、
４

月
15
日（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒
196-

０
０
３
３
東
町
５-

13-

１　

総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
教
室
担
当
へ　

※
ひ
と
つ
の
教
室
に
つ
き
１
人
１
通

の
み
／
返
信
面
に
も
住
所
・
氏
名
を

記
入　
〈
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

教
室
担
当
☎
544
４
１
５
１
〉



18昭島市役所 ☎042-544-5111（代表） FAX 042-546-5496

１日～３日 福島工業所 ☎543-3371
４日～ 10日 浅井設備 ☎541-1987
11日～ 17日 奥山設備 ☎543-5491
18日～ 24日 原島組 ☎546-5659
25日～ 30日 中村工業所 ☎541-0161
☆詳しくは、水道部業務課☎543-6111へ。

４月の水道修理当番店
（宅地内の漏水／有料）

４月の相談 ○予 は予約制／相談は無料
祝日は休み

■相談場所：アキシマエンシス校舎棟／予約は各担当へ。
悩 み ご と 
相 談 ○予

平日の午前９時～午後５時
〈男女共同参画センター☎519-5701〉

女性のためのカ
ウンセリング○予

水曜日の午後１時～４時
〈男女共同参画センター☎544-5130〉

母 子・女 性 
相 談 ○予

平日の午前８時30分～午後５時
〈男女共同参画センター☎519-2277〉

教 育・発 達 
総 合 相 談 ○予
（就学相談を含む）

平日の午前９時～午後５時
〈児童発達支援担当☎519-2247、

特別支援教育係☎519-2290〉

子 育 て 相 談
平日の午前９時～午後７時
（受け付けは６時30分まで）

〈子ども家庭支援センター☎543-9046〉
子ども子育て 
利 用 者 
支 援 相 談

月・水・木曜日の午前９時～正午・午後１時 
～４時30分（受け付けは４時まで）
〈子ども子育て利用者支援ぽっけ☎519-2218〉

■その他
男性のため
のカウンセ
リ ン グ ○予

20日（水）・27日（水）の午後４時30分～７時30分
※電話相談のみ

〈男女共同参画センター☎544-5130〉
いじめ相談
ホットライン

平日の午前９時～午後５時
〈いじめ専門電話相談ダイヤル☎543-7633〉

AKISHIMA
キッズナー

平日の午前９時～午後６時30分
※18歳未満の子ども専用電話相談

〈AKISHIMAキッズナー☎0120-678-044〉

子育て相談

平日の午前８時30分～午後５時（受け付けは４時
45分まで）、土曜日の午前９時～午後４時（受け
付けは３時45分まで）
〈子育てひろばなしのき（なしのき保育園内）☎543-6716〉
平日の午前８時30分～午後５時
（受け付けは４時45分まで）
〈子育てひろばほりむこう（旧堀向保育園内）☎541-2277〉

子ども子育て
利 用 者
支 援 相 談

平日の午前８時30分～午後５時
（受け付けは４時45分まで）

〈子ども子育て地域支援担当☎544-4190〉
消 費 生 活
相 談

平日の午前９時～正午・午後１時～４時
〈消費生活センター☎544-9399〉

あ き し ま
雇用・労働
相 談

９日（土）の午前10時～午後３時
※相談場所は市民交流センター／予約した方を優先

〈産業振興係☎544-4134〉
認 知 症
初 期 相 談

平日の午前９時～午後５時
〈介護福祉課☎544-4148〉

暮 ら し・
仕 事 相 談

平日の午前８時30分～午後５時15分
※ 収入の減少、仕事、住宅の家賃補助などに関すること
〈くらし・しごとサポートセンター☎519-2033〉

心 配 ご と
相 談

水曜日の午後２時～４時
※相談場所はあいぽっく

〈社会福祉協議会☎544-0388〉

福 祉 法 律
相 談 ○予

１日（金）・15日（金）の午後１時30分～４時30分
※成年後見などの相談／相談場所はあいぽっく
 〈地域福祉・後見支援センターあきしま

（社会福祉協議会内）☎544-0388〉

■予約は広聴担当☎544-5122へ（当面、電話相談のみ）。

法 律 相 談○予

１日（金）･12日（火）の午前９時～正午･ 
午後１時30分～４時30分
15日（金）・18日（月）・28日（木）の午前
９時～正午
16日（土）・27日（水）の午後１時30分
～４時30分

行 政 相 談○予 14日（木）の午後１時30分～４時30分
交 通 事 故 相 談○予 19日（火）の午後１時30分～４時
司 法 書 士 相 談
（相続・登記等）○予 13日（水）の午後１時30分～４時30分

相 続・遺 言 等 
暮らしの手続相談○予 20日（水）の午後１時30分～４時30分

不 動 産 相 談○予 26日（火）の午後１時30分～４時30分

■相談場所：市役所内相談室／予約は各担当へ。
人 権 身 の 上 
相 談 ○予

25日（月）の午後１時30分～４時30分
※ 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題
のみ受け付け� 〈広聴担当☎544-5122〉

オンブズパー 
ソン相談○予

６日（水）・20日（水）の午前９時～正午、８日
（金）・22日（金）の午後１時30分～４時30分
〈オンブズパーソン・人権担当☎544-4501〉

精神保健福祉
一般相談○予

平日の午前９時～午後５時
〈障害福祉係☎544-5111（代）〉

税務相談○予 ８日（金）の午後１時30分～４時30分 〈市民税係☎544-4122〉
創業ワンストップ
窓口相談○予

21日（木）の午後１時～５時
〈産業振興係☎544-4134〉

■�相談場所：あいぽっく／予約は、子育て世代包括支援セ
ンター☎543-7303または地域保健係☎544-5126へ。
保健師による
育児相談○予

平日の午前８時30分～午後５時
※未就学児の保護者を対象 子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

助 産 師
相 談 ○予 平日の午前９時15分～午後４時
にんしん・育児
ＳＯＳ相談○予 平日の午前８時30分～午後５時
乳 幼 児 食 事
個別相談○予 20日（水）の午前９時10分～正午

乳 幼 児 個 別
歯科相談○予 26日（火）の午前９時～ 11時45分

保 健 栄 養
相 談 ○予 15日（金）の午前９時15分～正午 地

域
保
健
係

こ こ ろ と い
の ち の 相 談

平日の午前８時45分～午後５時
※予約した方を優先

表以外の相談は、広聴担当☎544-5122へ。

３～４か月児健診 令和３年12月生まれ対象
６～７か月児健診 令和３年９月～ 10月生まれ対象
９～ 10か月児健診 令和３年６月～７月生まれ対象
１歳６か月児健診（内科・歯科） 令和２年９月生まれ対象
３歳児健診 平成31年３月生まれ対象
※ 日時や場所など詳しくは、受診月の前月末までに送付または配布する
案内をご覧ください。案内を持っていない場合や、受診できなかった
場合は、問い合わせてください。
☆詳しくは、子育て世代包括支援センター（あいぽっく内）☎543-7303へ。

４月の乳幼児健診



19 広報 あきしま　令和４年４月１日号

官公署だより

市民の団体活動を掲載しています
（政治・宗教・営利活動などを除く／ 
入会金は掲載なし）。
申込書市役所広報係にあり／市ホー
ムページからダウンロードも可。
掲載申込〒196-8511　市役所広報係
へ（郵送も可）。▼会員募集＝随時受
け付け。▼６月１日号・６月15日号
掲載の催し＝５月２日（必着）まで。

■サタデーギターボランティア（アコー
スティックギター）　　土曜日（月３
回）の午前９時30分から公民館など
で。弾き語り合奏、老人ホームへの訪
問演奏を。歌うだけの方、ギター初心
者歓迎。月500円。中島☎545-5984
■昭島囲碁クラブ石友会　　土曜日の
午後１時から勤労商工市民センター 
で。初級者～高段者を対象。すべて椅
子席。体験あり。初級者、女性の方歓迎。
月1000円。原田☎090-2239-0140
■ハイキングクラブアルコ（登山、ハイ 
キング）　　週末（月３回程度）に中・
低山で。中高年の方を対象。年4000円。
加藤☎090-5754-8726
■たつみかい（軽体操）　　木曜日（月
４回）の午前９時30分から公民館など
で。50歳以上の女性の方を対象。見学・ 
体験あり。月3500円。望月☎543-0337
■昭島Ｐ．Ｔ．Ｃ（硬式テニス）
月・木曜日に昭和公園で。女性の方

を対象。見学・体験あり。年7000円。
小林☎070-5570-6173
■自分史を学ぶ会あしあと
第３水曜日の午後１時30分から公民
館などで。昭和と平成をどう生きたか
を会誌（毎年発刊）にまとめ、例会で発
表。初心者歓迎。月1500円。渡部☎
543-4406
■グリーンクラブ（硬式テニス）
火・木曜日に昭和公園で。見学・体験
あり。年7000円。金子☎090-9368-5843
■フィリアＲ．Ｇ．（新体操）
水曜日の午後４時30分から東小など
で。幼児～中学生の女子を対象。月
5000円。土田☎090-2551-6463
■きずな歌の会（カラオケ）
月２回、午前９時30分から松原町高
齢者福祉センターで。60歳以上の方
を対象。講師の指導あり。初心者歓迎。
月1000円。藤原☎090-2903-0043
■昭島写優会（写真）　　第４金曜日の
午後１時から公民館で。定期写真展の
開催あり。見学あり。月1000円。市川 
メールichikawa5151@gmail.com
■くじら川柳　　第１月曜日の午後
１時から公民館で。初心者歓迎。月
500円。伊藤☎090-4456-9420
■パソライフ昭島（パソコン学習）
第１・第２・第３日曜日の午前９時か
ら福島会館で。文字入力ができる方を
対象。月2000円。原☎090-8106-6242
■出直し英語会話サークル（英会話）
水曜日の午後１時から昭和会館など
で。外国人講師から英米文化や時事を
英語で学ぶ。初心者歓迎。月2500円。

木野☎080-1015-1417

■芸術祭「昭島市文化協会」
▽歌謡大会＝４月８日の午前10時～
午後４時30分。▽展示会（美術、書道、
華道、山野草、盆栽、写真、短歌）＝
４月９日・10日の午前９時30分～午
後５時。▽舞台発表（民謡、三曲、ショー 
タイム、よさこい）＝４月10日の午前
10時～午後４時30分。いずれもKOTO 
RIホール（市民会館）・公民館で。入場
無料。申込不要。大澤☎541-3703
■ジュニアソフトテニス初心者教室
「昭島市ソフトテニス協会」
４月９日～ 30日の土曜日（全４回）の
午前８時45分～ 10時45分に昭和公園
で。小学生を対象。ラケットの貸し出し 
あり。定員20人（申込順）。参加費無料。
事前に要申込。田島☎080-6598-6084
■科学あそび 静電気を作ろう！体験
しよう！「子どもも大人も楽しく学ぶ
集い」　　４月10日の午前10時～ 11
時30分にアキシマエンシス校舎棟で。
小学生以上の方を対象（小学１・２年
生は保護者同伴）。定員10人（申込順）。
参加費500円（材料費）。事前に要申込。
大嶽メールy_ametaki@yahoo.co.jp
■おとなのためのおはなし会「昭島お
はなしの会もぐもぐ」　　４月23日、
６月25日、８月27日の午後２時～３
時にアキシマエンシス国際交流教養
文化棟で。10歳以上の方を対象。日
本や世界の昔話などの語りを。参加費
無料。申込不要。塩入☎543-6352

■新入社員などに防火・防災教育を
「昭島消防署」　　人事異動などが多
い４月に、消火器・消火栓の位置や使
用方法、避難経路などの確認を。また、
事業所での自衛消防訓練の実施を。同
署☎545-0119
■交通少年団員を募集「昭島警察署」
市内在住の小学生の男女を対象。交通
安全キャンペーンや市内イベントなど 
に参加。同署☎546-0110
■あきしま町あるき「昭島観光まちづ
くり協会」　　４月20日の午前９時15
分～午後０時30分。東中神駅に集合。

テーマは「ちょっと不思議な昭和記念
公園！見えない水探しとステキな盆
栽」（現地解散／約3.5㎞）。定員10人（多
数抽選）。参加費500円（保険料／別途
入園料あり）。４月10日までに要申込。
詳しくは、同会ホームページへ。同会
☎519-2114
■子育てひろばたんぽぽ「のぞみ保育
園」　　４月12日以降（祝日を除く）に
同園で。▽火・金曜日の午前11時～
午後０時30分＝室内遊び、絵本・紙
芝居の読み聞かせ、育児講座など。▽
火・木・金曜日の午前11時～午後２
時＝園庭開放。いずれも、未就園児と
保護者を対象。参加費無料。事前に連
絡を。同園☎541-1565

■東京都子育て支援員研修「東京都福
祉保健財団」　　地域型保育事業、一時
預かり事業などに従事するために必要 
な知識・技能などを学ぶ。昭島市在住・
在勤の方を対象。詳しくは、昭島市役
所子ども子育て支援課で配布する募
集要項のほか、同財団ホームページで
確認を。同財団☎03-3344-8533
■都税に関する各種証明は電子申請
が便利「立川都税事務所」
自宅や会社のパソコンから、東京共
同電子申請・届出サービスを利用し
て、納税証明（車検用納税証明を除く）
などを申請することができます。詳し
くは、主税局ホームページへ。同所☎
042-523-3171

会 員 募 集

催 し市民のひろば
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※●申のイベントは、申し込みが必要です。
※カレンダー内のページは、「広報あきしま」（特に明記していない場合は今号）のページです。
※担当で電話番号のないものはすべて市役所☎544-5111（代表）です。

【人口と世帯】令和４年３月１日現在　（　）内は前月比
人口	11万3780人（+23）　男	５万6548人（+10）　女	５万7232人（+13）　世帯	５万5685世帯（+47）

前半のイベントカレンダー
日 内　　容

11（月）

12（火）

13（水）
●申	初歩の初歩	クラシックギター入門（全８回）

→3/1号10㌻ 担当公民館☎544-1407

14（木）
●申	乳幼児歯科健診→3/1号12㌻ 担当 あいぽっく

☎543-7303

15（金）
●申子ども会活動費補助金交付説明会→16㌻
●申出張ひろば→16㌻
●申フレッシュママパパ学級→16㌻

16（土）

17（日）●
申数楽で脳トレ→16㌻

●	農産物即売会（２日・３日・６日・９日・10日・13日・
16日・17日）→16㌻

４月
日 内　　容

１（金）

２（土）

３（日）
●	市民課（本庁）臨時窓口→3/1号４㌻ 担当 市民

課

４（月）

５（火）

６（水）

７（木）
●申	乳幼児歯科健診→3/1号12㌻ 担当 あいぽっく

☎543-7303
●	狂犬病予防集合注射（4/9まで）→3/15号４㌻

担当環境保全係

８（金）

９（土）

10（日）

市税などの納付はお済みですか 
　４月は令和３年度課税分の徴収強化月間です。
市税などの納め忘れに注意してください。
☆詳しくは、納税課へ。

市税の休日窓口を開設
◇ 日時　４月24日（日）の午前９時～午後４時
◇場所　市役所納税課
◇ 取り扱う税金　市・都民税、固定資産税・都

市計画税、軽自動車税（種別割）、国民健康保
険税

納税の猶予制度
　災害を受けた、事業を休廃止したなどの理由
で税を納期内に納付できない場合は、猶予制度
があります。

便利な納税方法
◎口座振替
　市税等収納取扱金融機関または市役所納税課
で、振替を希望する納期限の45日前までに手続
きしてください。
◎ スマートフォンアプリによる決済
　納付書のバーコードを読み取って、次の決済
アプリで支払うことができます。
＊P

ペ イ ペ イ
ayPay

＊L
ラ イ ン
INE P

ペ イ
AY

＊a
エーユー

u P
ペ イ
AY

＊P
ペイビー
ayB

＊銀行P
ペ イ
ay（ゆうちょP

ペ イ
ayなど）

＊ 楽天銀行コンビニ支払サービ
ス（楽天ペイの利用は不可）

＊J
ジェイコイン

-Coin P
ペ イ

ay
◇決済アプリ利用時の注意事項
＊ アプリのダウンロードや利用時に、別途通信

料がかかります。
＊ 支払い手数料はかかりません。
＊ 納付書１枚当たりの額が30万円を超える場合

や、納期限を過ぎている場合は利用できませ
ん。

＊ 領収証書は発行されません。必要な場合は、
金融機関の窓口やコンビニエンスストアなど
で納付してください。

＊ 領収印のない納付書が手元に残りますので、
二重納付に注意してください。

＊ アプリの利用方法について詳しくは、各アプ
リのホームページなどで確認してください。

◎ クレジットカードでの納付方法を変更
　Y

ヤ フ ー

ahoo!公金支払いはサービスを終了しまし
た。令和４年度からは、F

エフ

-R
レ ジ

EGI公金支払いで納
付できます（手数料は利用者負担）。
　詳しくは、市ホームページを確認
してください。

市ホームページはこちら▶

スマートフォン決済でも納付
できるようになりました
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